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まえがき

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本ゴム工業会(JRMA)／財団法人日本規格

協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の

審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 9924-2:2000，Rubber and rubber

products - Determination of the composition of vulcanizates and uncured compounds by thermogravimetry - Part 2:

Acrylonitrile-butadiene and halobutyl rubbers を基礎として用いた。

JIS K 6226-2 には，次に示す附属書がある。

附属書 1（参考）精度

附属書 2（参考）JIS と対応する国際規格との対比表

JIS K 6226 の規格群には，次に示す部編成がある。

JIS K 6226-1 第 1 部：ブタジエンゴム，エチレンプロピレンゴム及びターポリマー，ブチルゴム，イ

ソプレンゴム，スチレンブタジエンゴム

JIS K 6226-2 第 2 部：アクリロニトリルブタジエンゴム(NBR，XNBR，HNBR)及びハロゲン化ブチル

ゴム
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ゴム―熱重量測定による加硫ゴム及び未加硫ゴム組

成の求め方（定量）―第 2 部：アクリロニトリルブ

タジエンゴム(NBR，XNBR，HNBR)及びハロゲン化

ブチルゴム

Rubber and rubber products―Determination of the composition of
vulcanizates and uncured compounds by thermogravimetry―

Part 2: Acrylonitrile-butadiene and halobutyl rubbers

序文　この規格は，2000年に第1版として発行された ISO 9924-2，Rubber and rubber products - Determination

of the composition of vulcanizates and uncured compounds by thermogravimetry - Part 2: Acrylonitrile-butadiene

and halobutyl rubbers を翻訳し，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，原国際規格を変更している事項である。変更の一覧

表をその説明をつけて，附属書 2（参考）に示す。

警告　この規格の利用者は，通常の試験室での作業に精通しているものとする。この規格は，その使用に

関連して起こるすべての安全上の問題を取り扱おうとするものではない。この規格の利用者は，各自の責

任において安全及び健康に対する適切な措置を取らなければならない。

1. 適用範囲

1.1 この規格は，熱分解によって炭素質残さを生成するようなポリマーを含む未加硫ゴム配合物及び加

硫ゴム中の全有機成分，炭素質残さ，カーボンブラック及び灰分の定量に用いる熱重量測定法について規

定する(1.2 参照)。

なお，300 ℃付近までの質量減少量は，配合物の揮発成分量を表すおおまかな指標となる。

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。

ISO 9924-2:2000，Rubber and rubber products - Determination of the composition of vulcanizates and

uncured compounds by thermogravimetry - Part 2: Acrylonitrile-butadiene and halobutyl rubbers

(MOD)

参考   精度について附属書 1(参考)に示す。原国際規格の制定時，我が国は精度測定に参加していない

ため，参考として記載した。


